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現在，高速・広帯域通信網の構築が進むにつれて，多種多様なマルチメディア・マルチユーザアプリケー

ションの笑朋初雪期待されている.ここでは，このようなアプリケーシヨンを実現可能にするオブジェクト

指向に基づいたマルチメディア呼モデルを提案する.このモデルは，アプリケーションを実現するために必

要とされる多数の異なるサービスを処理するオプジェクトより構成される.さらに，このモデルでは各オブ

ジェクトごとにオプジェクトの属性や実行可能な制御オペレーションを定義することによって，ユーザの要

求を実現する高度なサーピス制御が可能になる.

1.はじめに
現在.ATM技術による通信網の高速・広帯域化が

進むにつれて，複数のメディアを使って複数の相手

と情報の授受を行なうことができるマルチメディ

ア・マルチユーザアプリケーションの実用化が期待

されている.しかし，これらは，従来のOSIまたは

TCP/IPの上では実現が困難であるのが現状である.

従って，これらのマルチメディア・マルチユーザア

プリケーションを高速通信網の上に乗せるための，

より柔軟で高度な新しいマルチメディア・マルチユ

ーザ通信プラットフォームの構築が必要になる.現

在，このようなマルチメディア通信プラットフォー

ムの構築に関する研究・開発が盛んに行われている

[1，勾.

本稿では，マルチメディア通信プラットフォーム

を構築するための基盤になるマルチメディア呼モ

デルについて検討する.特に，呼モデルのコンテク

ストの中で，マルチメディア・マルチユーザアプリ

ケーションを実現するためにどのようなデータ伝

送ユニットが要求されるかを定義する呼モデルに

ついて検討する.このような呼モデルは，新しいマ

ルチメディア通信プラットフォームの上でマルチ

メディアプロトコルを開発するための基盤になる.

現在，このような呼モデルに関する研究は，大き

く二つのアプローチで行われている.一つは，ユー

ザが要求するアプリケーションを実現するために.

サーピス提供者である通信網を意識せず，アプリケ

ーション自体の論理的仕様だけに基づいて，それら

を実現する通信の抽象的なモデルを構築する研究

である[2，6，8J.これらの研究では.アプリケーショ

ンの論理的通信トポロジだけを提案しているので

実現が難しいという問題点がある.

他のアプローチとしては，サーピスを提供する通

信網を意識して，その上でアプリケーションを実現

するための呼モデルに関する研究が行われている[9，

14J.ここでは，サーピスの提供者である通信網を想

定して，アプリケーションの実現性に向けて帯域管

理，柔軟なコネクションの接続方法などを解釈しな

ければならないという問題点がある.さらに，アプ

リケーションを実際に利用するユーザの様々な要

求に細かく対応できないという問題点もある.

本稿では，サーピスを提供する通信網は広帯域通

信網(B-ISO:問であるという想定で.ユーザの要求

を満たす高度なサーピスを実現するためのサーピ

ス制胸方式について検討する.そこで，高度なサー

ピス制御方式を実現する呼モデルを提案する.この

モデルは，多くのアプリケーションを分散処理環境

の上で効率的に実行させるために有効なオブジェ

クト指向の概念に基づいている.特に，通信プラッ

トフォームを構築する際に重要な項目になる呼/
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コネクション/メディア制御に注目している.また.

このモデルにおける呼制御方式は，ピヂオ・オン・

デマンドサーピスや遠隔授業サーピスを実現する

ために必要となる第三者呼制御を可能とする.さら

にこのモデルでは，高度なサーピス制御を行うため

のサーピス制御要素を各オブジェクトのオペレー

ションとして定義することによって，ユーザが呼の

動的揺る舞いを制御可能になる.

以下， 2章ではまず，マルチメディア・マルチユ

ーザアプリケーションを実現するための呼モデル

の構築要求条件について検討する.3寧ではマルチ

メディア・マルチユーザ呼を分類し，呼を管理する

ための呼状態モデルを定義する.最後に4寧では，

オブジェクト指向に基づいた呼モデルを提案し，呼

制御オペレーションを定義する.

2.マルチメディア・マルチユーザアプリ
ケーション呼モデル
マルチメディア・マルチユーザアプリケーション

とは， CSCW(Computer Supportl剖 Co叩a創刊Work)， 

医療アプリケーション，デスクトップ・マルチメデ

ィア会蟻，遠隔教育などのように，映像，音声，静

止画やデータなど複数のメディアを用いて，複数の

相手または複数のマシンと情報の授受を行なうサ

ーピスである.以下では，このようなアプリケーシ

ヨンを実現可能にする呼モデルの構築について検

討する.

2.1マルチメディア・マルチユーザアプリ
ケーションアーキテクチャ
マルチメディア・マルチユーザアプリケーション

は，ユーザが端末t STB(Set Top Boxes)，情報処理装

置などを用いて様々なネットワークタイプ(例えば.

ISDN/Iト'ISDN，PSDN， CATV. LAN"')にアクセスす

ることによって利用可能になる.ここでは，ユーザ

がアクセスしたアプリケーションがどのように実

現されるかを定義するために，図 1のようなマルチ

メディア・マルチユーザアプリケーションの構造を

考える.

まず，ユーザが利用可胞をマルチメディア・マル

チユーザアプリケーションが存在するアプリケー

ションレベル(Appli回tionLevel)が存在する.アプリ

ケーションレベルにおける各アプリケーション

(AP:AppJiωtion)は，ユーザがインスタンシエートす

ることによって動作可能になる.

ユーザがインスタンシエートしたアプリケーシ

IICBtlon Level 。.

ヨンは.サーピスレベル(Servi関l..evel)の呼処理装置

但CP:I加 IcCallpro悶 sing)によってそのアプリケー

ションを実現するためのいくつかのサーピス(S:

Ser吋切}が起動され，サーピス聞の組み合わせとして

構成される.ここず定義されるサーピスは，現在存

在するアプリケーションや将来実現できるアプリ

ケーションをサポートしなければならず，多数の可

能なアプリケーションに共通な機能を含まなけれ

ばならない.また，一般的概念に影響せずに拡張や

変更することが容易でなければならない.ここで.

アプリケーシ g ンを構成するサーピスの組み合わ

せは，アプリケーションの実行時におけるユーザの

要求によって他のサーピスが追加されたり削除さ

れたりして動的に変化可胞である.

従って，サーピスレベルにおける各サーピスは，

他のアプリケーションの定義に再利用可能なオプ

ジェクトとして定義する.

サーピスレベルで定義されたサーピスをインプ

リメントするためには，サーピスタス芳レベル

(Servi偶 T掴 kLevel)で実織にそのサーぜスに必要と

されるサーピスタスク(ST:Ser吋開T踊 k)を構成する.

例えば，そのようなサーピスタスクには，コネクシ

ヨンタイプを定義するサーピスタスクとサーピス
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制御を行うタスクなどがある.

サーピスタスクレベルで定義された各サーピス

タスクは，さらにサービスコンポーネントレベル

(知吋切ComponentLevel)で分散処理環境におけるサ

ーピスコンポーネント(SC:Servi田 Component)を用

いて実行される.

以下では，このようなマルチメディア・マルチユ

ーザアプリケーションアーキテクチャに基づいて

ユーザがインスタンシエートしたアプリケ}ショ

ンを実現可能にする呼モデルの構築について検討

する.

2.2マルチメディア呼モデル構築要求条件
ここでは，マルチメディア・マルチユーザアプリ

ケーションを実現可能にする通信プラットフォー

ムを検討するに当り，特に呼モデルを構築する際に

考慮すべき要求条件について述べる.

t1】マルチコネクション撞信:

本稿で対象にしているマルチメディア・マルチユ

ーザアプリケーションは.従来の通信サービスと遣

って複数のメディアによる基本サービスの組み合

わせによって構成される.従って，呼モデルの構築

においては，これらの複数のサーピスに対応するマ

ルチコネクション通信を考慮する必要がある.また.

各アプリケーションはあるサーピス実施中に他の

サーピス機能の追加/削除，メディアの変更/追加

/削除等を自由に行うなど，柔軟なアプリケーシ g

ンの動的振る舞いが反映されるようにコネクショ

ン聞の通信を制御可能にしなければならない.

f2}マルチポイント覇信:

オン・デマンド型サーピス，会議型サーピスなど

のようなマルチメディア・マルチユーザアプリケー

ションでは.マルチパーティ通信を考慮する必要が

ある.従って，このようなアプリケーションを構成

する各サーピスに対する論理的コネクションは，ポ

イント・ツー・ポイントコネクションだけではなく

マルチポイントコネクションなど様々なタイプも

提供しなければならない.さらに，アプリケーショ

ン実行途中ユーザの要求によるメンバの追加/退

席を自由に行うなど，マルチポイントコネクション

を制御可能にしなければならない.

f3}聞係:

一般に，アプリケーションを構成する複数のサー

ピス閥には関係が存在するので，このような関係も
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呼モデルの上で支援しなければならない.すなわち，

関係に対応する各サーピスのコネクションの上で

通信を制御しなければならない.例えば，複数のメ

ディアの組み合わせによって構成されるアプリケ

ーションにおけるメディア聞の同期は，各メディア

に対応するコネクションのデータストリムの中の

時間制約が呼モデルで守られることによって取ら

れる.このように，関連するコネクション聞におけ

る様々なタイプの関係を明確に表して制御可飽な

呼モデルを提供しなければならない.

{4】アクセス制御:

マルチメディア会議アプリケーションにおいて，

あるユーザは音声会議サーピスに参加しながら遠

隔映像処理サーピスを使わずに共同作業(worldng

space sh副ng)サーピスを利用するなどアプリケーシ

ヨンを構成する各サーピスに対するユーザのアク

セス能力(サーピスに関する要求)はそれぞれ異なる.

ユーザは，それぞれのアクセス能力によって通信す

るためのチャネルを選ぷ.しかし，チャネルの選択

はいくつかのケースだけに限られている.

従って，ユーザが呼モデルによって提供されるコ

ネクションにアクセスする能力を制御可能にしな

ければならない.例えば，アプリケーションに参加

するユーザの数やそのアプリケーションを構成す

る基本サーピスは，実行の問動的に変わることがで

きる.また，アプリケーションに参加するユーザが

観測ユーザ(0'国 rver)の場合は，アクセスモードが受

信モードの時にだけ動作するように拘束されてい

る.

すなわち，各コネクションの上にデータを送ろう

とするユーザの権利は，そのコネクションに対応す

る基本サーピスの実行を保証するために通信の聞

で制御されなければならない.ここでは，このよう

なマルチコネクション配列の動的な夜化を限られ

たユーザによってだけ行われるように制御しなけ

ればならない.

3.マルチメディア・マルチユーザ呼
ここでは，前章で述ペたマルチメディア呼モデル

の構築要求条件を満たす呼モデルを構築するための

準備段階として，マルチメディア・マルチユーザ呼

における措定義を行う.そして，様々な性質によっ

て分類されるマルチメディア・マルチユーザ呼を定

義する.

3.1甜定義



通信サーピスの呼処理機能には，サービスを実現

するためのサーピス成分の割当，解除だけではなく，

呼の設定や切り離し手続きなども含む.以下では，

このような機能を行うために必要とされる要素を定

義する.

【定義1)参加者(Partlclpants)
ある呼における参加者というのは，個人のユーザ

か，他のアプリケーションの実行途中参加する別の

呼である.これらを以下のように分類して定義する.

・簡易参加者(simpJepartiapan同:個人のユーザ

・スーパー参加者(superpartiapan同:個人のユーザ

ではない別の呼全体 口
呼に参加者が存在すると，アクテイプ状態になり，

参加者がすべて離れると非アクテイプ状態になる.

このように呼は，サーピスの実行中にアクテイプに

なったり.非アクテイプになる.

I定義2】呼属性(C叫1Attrlbutes) 
呼の属性というのは，呼識別子，呼タイプなどの

ように呼の性質を表すものである.

【定義a)呼オーナー(Callowner) 
最初に呼を初期化したものとして，呼の制御権を

持つ拳加者.

【定義4)呼制御者(Callcontr・oller)
サーピス実行中に呼をアクテイプ状態にしたり，

非アクティプ状態にすることができる参加者.

【定義 6)アクセスモード(Accessmodes) 
アクセスモードは， .呼の参加者の特別な性質とじ

て.メディア(例えば，オーデイオとかピデオ)と呼に

対するアクセス方向(in，out.inout)で構成される.

アクセスモードには，以下のような 2つのタイプが

ある.

・加ml祉eda，α酒 sm吋国(Aよ呼の初期者(オーナ

ー}によって表きれるアクセスモード.

.D倒的ccessm吋伺(A~ :呼に参加する参加者

によって要求されるアクセスモード.

ここで.AoはApの部分集合である. ロ

3.2呼の分類

以上で定義したものは，ユーザの要求やサーピス

の実行によって変わる.本論文では.以下のような

性質によって.マルチメディア・マルチユーザ呼を

いくつかのタイプで分類する.

(1)オープン性:呼の動的な性質による分類

• Priv抱 call1Staticcam:最初に初期化した後.参加

者またはその呼の属性を変更しない呼、

・白田叫IIDvnamic叫1}:いつでも新しいユーザが参

加したり，呼や参加者の属性を変えられる呼.

(2)オーナーシップ:ユーザの追加・退席等の要求

に対する決定植をオーナーが持っかによる分類

・伽伺剖叫1:呼のオーナーが，新しいユーザの参

加に対して拒否する権利を持つ呼.

• un伽田制d1:新しいユーザの参加の要求に対し

て，呼のオーナー自身が拒否できない呼.

(3)相関性:複数の呼の聞での関係による分類

.unrehted回11:複数の呼の聞で属性を共有しない呼.

・Re1atacalI :以下のような文法的なコンテクスト

(semamtic∞n附}を共有する呼.

(1)親呼(p鶴岡田1りから子呼(chi1dcall)への呼の属性

や番手加者の属性の継承

(2)親呼の下にある兄弟呼の集成

(4)対称性:参加者のメディアの使用による分類

.svmmetric ca1I :呼の参加者全員に通信するための

メディアについて同一メディアを使うように要求す

る呼.

'Asvmmet恥 cal1:参加者各自が通信するためのメデ

ィアを選択できる呼.

(6)並行性:ユーザ治世複数の呼に参加できるかどう

かによる分類.

• semer凶alcal1:ユーザがある時点で正確に lつの呼

に番号加する呼. しかし.ユーザはある呼を保留して

他の呼に参加するか，また，後で最初の呼を再び始

めることができる.

.concuaent剖 1:複数のユーザカ犠教の呼に同時に

参加することができる呼.

これは， cscwなど共同作業(∞lldJoration)のため

の実際的な環境を提供している.

3.3呼状鐙モデル

以上で定義したマルチメディア・マルチユーザ呼

の実行を股定し制御するために呼管理が必要にな

る.ここでは，呼参加者の進行を状態の系列によっ

て表して呼管理を行う.以下では.このような呼状

態モデルについて検肘する.

呼管理を行うための呼の拳加者に対する状態遷

移図を図2のように表す.ここで，各参加者は6つ

の状態を持つことができる.すなわち.呼の初期者

側蜘}の状態としてIOLE.町ITIATlNO.CONFIRM. 

ACI1VE，呼参加者(伺H健}の状態として由印，

NO・I官狙D.RESPONSE.AC1TVB状態を持つ.とれ

らの各状態について簡単に説明すると以下のよう

になる.

(1)IDLB 各参加者が何にもやってない状態
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図2. 呼参加者の状態遷移図

(2)別口1A11NG 呼の初期者が新しい呼設定要求

を出す産前の状態

(3)CONFIRM : !参加者に呼に参加するように要求

を出した状態

(4)NOl官IED .新しい呼に参加するよう要求を受

けた状態。)RESPONSE .参加者が呼に参加しようとする状

態

(6)AC口VE 参加者が招待を受け入れた状態

このような呼の状態は，呼管理者によって作られ

た呼モデルで維持される.呼管理者は，呼参加者の

名前とアドレスを管理し，呼の設定に必要なネゴシ

エーションを仲介する.そして，リソースの割当て

を管理，アクセス条件およびすべての参加者の状態

を管理し制御する.

従って，本論文では呼管理を行うために，呼にお

ける各参加者の情報を以下で示すような 5項目によ

って表すことにする.

[定義 6)呼の参加者の表現 (D)

D= (u • i. S. AIαャ.AaJ
whe:時，Acc={(m， d) I m E Media， dE Direction} 

ここで.u (user name)はそのサービスに参加するユ

ーザの名前.i (indica邑.on)は端末のアドレスのような

ユーザの位置， s (state)はユーザの状態， Aαャ
(pennitt剖 Aα溺 sm倒:Ie)， A白:d(1也sil凶 Ac儲 sm倒的は

それぞれアクセスモードを表す. ロ

このように定義された各参加者の情報を用いて，

全体の呼の状態モデルを定義することができる.例

えば，呼の参加者がnで，各参加者がk状態を持つ

ならば，その呼には少なくとも r個の可能な状態が

存在する.とのような呼の状態モデルを

BNF(Backus・N制 Fonn)記法を用いて以下のように定

義する.

1定義 7]呼の状強モデル(Cs)

Cs := {D}+ I E 

0:= (U. 1. S. Aa;. AaJ 
U :=u 

S := IDLE IINITIATING l CONFIRM I NOTIFIED I 
RESPONSE I AcnVE 

Acc :;: { (M， Dr)}+ Iε 
M := Voice I VidωI ]油

Dr :::;: Jn I Out I 1n00t 
ここで. (x)+はxのl回以上の出現を表す. ロ

このように定義された呼の状態モデルでは.呼に

対するユーザのローカルピューだけではなく，呼の

明確なグローパルビューを表すことができる.

また，呼管理者はユーザからの入力に対応して状態

選移を初期化することもできる.ある呼における各

参加者のすべての状態遷移は，呼管理者に報告され

る.呼管理者は，状態遷移の結呆を他の参加者に再

分配し，その結呆は各参加者自身の状態遷移に影響

される.呼のオーナーは，その呼に参加するように

ユーザ(call舘)とアクセスモードを指定することがで

きる.

4.オブジェクト指向マルチメディア呼

モデル
ここでは，以上で述べたようなマルチメディア・

マルチユーザ呼を実現する呼モデルの設計を行う.

特に，呼の設定・切り離しだけではなしそのモデ

ルの上でサーピス制御を柔軟に行うことができる

高度な呼モデルを提案する.

4.1オブジェクト指向呼モデル
本稿では.2章で述ペたような要求条件を満たす

ためにBXPANCE呼モデル聞と同様に，オプジェク

ト指向アプローチに基づいて呼モヂルの設計を行

う(図3).そこで，各要求条件に着目してそれらを処

理可能にするためのオブジェクトを定義し，各オプ

ジェクトごとに，高度で複雑なサーピス制御を行う

ためのオペレーションを定義する.

このようなオブジェクト指向に基づいた呼モデ

ルでは，各オブジェクトごとにオブジェクトの属性

やオペレーションを定義することによって従来よ

り迅速かつ高度なサーピスの提供が可能になる.

以下，各オブジェクトとそれらの関係について簡
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図3.オプジェクト指向呼モデル

単に説明する.

f1))'(一手イーオブジヱクト

これは，ユニークに識別されるネットワークユー

ザや，サーピスに対して情報を提供する情報提供者

などを表すオブジェクトである.従って，ユーザを

識別するためのユーザ名及びユーザア Fレスとサ

ーピスにアクセスするために要求されるアクセス

モ-~.(AD)などの属性を持つ.

このオブジェクトはチャネJレ(Channel)オブジェク

トを介してコネクショシにアクセスする.アクセ見

方法は，通常3つの方法(ln， Oot. InαJt)で行われる.

ここで， In'まパーティーに情報を伝送する能力， Out

はパーティーから情報を受け取る能力， 1n00lは両

方の隠力を意味する.

一つのパーティは，サーピス参照識別子によって

複数のサーピスに事加。oin)することができる.また，

各パーティーは複数のチャネJレを持て， 0個以上の

チャネルが一つのコネクションにアクセスするこ

とができる.さらに，このオブジェクトは，サーピ

ス実行中にユーザの追加や退席を要求することが

できるオペレーションを持つ.

f2)サーぜ又回宥オブヲ:r..b" 

ユーザの要求によってサーピスを起動し，複数の

異なるサービスを制御するためのオブジェクトで

ある.また，コネクションに依存しないセッショシ

を制御するオプジェタトである.このオブジェクト

は，サーピスを区別するための識別子やそのサービ

ス固有のアクセスモードを定義する属性を持つ.ま

た，ユーザの要求によって，他のサーピスを起動す

るオペレーションを持っている.

例えば，ピヂオ・オン・ヂマンドサーピスを制御

するピヂオサーバなどがこのオブジェクトに相当

する.

(3)呼オブジヱIjト

ユーザからの要求に応じたサーピス提供者との

聞の情報の交換を行うために，ユーザ聞やユーザ・

サーバ聞のネゴシエーションを調整したり.ユーザ

やサーパの状態および適合性などをチェックする

制御オブジェクトである.

これは，複数の呼を区別するための呼穂別子{叫1

i伽机サービスの処理中他のユーザがその呼に付

け加えられるかどうかを示す呼タイプ{悶E句碑)，呼

の初期者によって表されるアクセスモ-J:(Ap)など

の属性を持つ.また，呼の設定や解除だけではなく，

ユーザの要求によって呼制御を行うことができる

オペレーションを持つ.これらの詳細については，

次の節で述べる.

t4)コネクシヨシオプジヱクト

これは，パーティー聞でユーザ情報をやりとりす

るための抽象的通信媒体として，コネクションの設

定や解除.lt克などコネクション制御を行うオブジ

ェクトである.

これは，コネクションタイプや複数のコネクショ

ン聞の関係を指定することができる属性を持つ.ま

た，ユーザの要求によりコネクションの追加/削除

などを行うことができるオペレーションを持つ.

{6)チャネルオブジェ今ト

パーティオブジェクトがコネクションにアクセ

スするためのオブジェクトであり，一つのパーティ

は複数のチャネルを持つ.各チャネルは，チャネル

識別子によってユニークに穂別される.また，サー

ピλごとに違うチャネルを使うことによって，各サ

ーピ~に対するサーピス品質{⑪S)を柔軟に要求す
ることができる.

このオプジェクトには，コネクションにアクセス

するためのV白NPIリソースを確報するオペレーシ

ヨンだけではなく，アクテイプチャネルの喪真など

を行うことができるオペレーションを持つ.

4.2呼制御オペレーション
以上で提案したオブジェクト指向に基づいた呼

モデルでは，あるオプジェクトの具体化が，他のオ
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プジェクトの具体化に影響する，オブジェクト問の

依存関係地f存在する.

ととでは.ユーザが呼の動的振る舞いを制御可能

にする高度なサーピス制御を行うための各オブジ

ェクトにおける制御オペレーションを定義する.こ

のようなオペレーションを用いることによって，サ

ーピス実行途中新しいユーザの追加や退席，メディ

アの追加や削除などを実現することができる.従っ

て，ユーザにおけるサーピス要求情報の表現は一定

ではない.ユーザが呼の動的振る舞いを制御可能に

するオペレーションを表1に示す.

以下では，このようなオペレーションの中で，特

に呼制御と関連するオペレーションについて具体

的に定義する.

(1)呼の設定・解除(CallEstabllshment/ 
Release) 
ユーザが新しいサーピスを要求する時，以下のオ

ペレーションを用いる.呼の初期者(オーナー)は.

呼の番号加者のリストとその参加者に対して許され

るアクセスモード(九〉を定義する.

• call establish [call: (伺lCid.call_type， sub-list). 

回目，_u鈍cust:[user__ 副dr.

penni伐材ー館側sJI1ode))→回目O同制・Jom[call_id. desired.Jlcce5sJI1叫国 (a)

. Leave [calljd， agen証D] ~) ・Tenninate [calljd] (c) 

さらに，初期者によって呼ばれた昏加者が呼の招

待を受け入れる時は，以下のように呼に対して呼識

別子と自分自身のアクセスモードを表すインタフ

ェースを用いて参加する(a).

また，サーピス実行途中ユーザはいつでも呼から

離れることができる.その時は 自分が離れる呼識

別子と自分の場所を示すユーザアイデンテイテイ

を表す(b).

一時的な呼(CT)は，書加者がいなくなると終了す

る.さらに一時的呼および永久的呼は，呼の制御者

によっていつでも終了される.このようなオペレー

ションに対するインタフェースは，上記(c)のように

なる.

(2)呼の合同(MerglngCall) 
以下のような Mergeオペレーションを使うことに

よって，複数の呼を一つの呼に合同することができ

る.この時重要なのは，各要素の呼から合同する呼

の状態を決めることである.特に，一人のユーザが

異なるアクセス権を持って一つ以上の呼で現れる

-363-

表1. 呼制御オペレーション

Ob炉ct 句)U8tIon 内容

sSOme同r出vE制iicae c 
初EpnIncviot-t記eW也伺 他ユのーザサのー要ピ求スにを起よ動って

ezpEICnUv-osM ewi田 S 手こ怒号室面よって

call Establish ユ開始ー要ザ求かにらのよサる呼ーのピ確ス立の

CallReI朗se ユーザ要求からのザるーのピ終スの
終了 によ呼 了

CalJ 
M釘gingCall 一呼つに合以上同の呼を一つの

0同制 Spli凶ngCall 一つの呼を2つ以上に分雄

Copying Call 学ーるサピースにピ棋スの製呼を他の

Mo'吋ngCall 車21二52伝説る呼を

CCohnanugoe llぽ 呼の制ユ御ー者ザにを他指名のパーテイ

Op吋u館tyt 
Add User 他ユーザの追加

RemoveUscr サーピスメンバの退席

CoSnetmup ct. 10n 呼シのョ碕ン立設の定ためコネク

E|O01同meωction 
CoRndnsm笛uEon コネクション解除

A剖 C叩nec:tion コネクションの追加

EbDmel館ete山n コネクションの削除

R闘erveαwmclVCJ/VPIリソーλを碕報

Channcl Commit Channel チャネルの初期化
Objω 1 MOI1ify山田町田 アクティプチャネル司宮東

ReI伺seCham叫 アクティプチャネルの解酷

ときは，注意が必要である.

このオペレーションは，すべての要素の呼(すな

わち， C.. C2• ••• ~)を終了させると実行可能にな

る.

. Merge [C，. C7，t “・ CJ→ C噌

(3)呼の分鰐(SplUttlngC叫1)

複数の呼が一つの呼に合同するのと同様に.一つ

の呼はユーザの要求によって2つ以上の呼に分離さ

れる.ただし，この時分離された呼のそれぞれの拳

加者は，元の呼の番加者の部分集合になる.

.Split~叫1_1d， listlα[USer'， pennitt副知蹴Moc脳].

list2α[user， penni制 AccessModes]]-[悶且1，伺阻]

(4)呼の複製や移動(Copyingand Movlng 
Call) 
呼も一般のファイルと同様に，複製(∞'py)や移動

(move)語句能である.

ここで，移動するオベレーション Moveはソース



呼を終了させるのに対して，複製ベレーション Copy

はソース呼を終了させないのが特徴である.

• Copy [sourceCall，也stCall]

• Move [sourceCal1， dest白 11]

(6)その他(MlcellaneousOperatlons) 
以上で述べたオペレーション以外にも， (1)呼参加

者のアクセス稿の変更， (2)呼の制御者として他の参

加者を指名することができるオペレーションなど

を以下のように定義する.

すなわち，サーピス実行途中アクセス権の変更を

要求したいときは，いま昏加している呼の識別子と

自分の場所を表すアイデンテイティと新しいアク

セスモードを表してオペレーションを定義するこ

とができる.また，呼の制御植を他の参加者に離り

たいときは，その呼の識別子と新しい制御者になる

拳加者の場所を表すアイデンティティを用いて定

義する.・ChangeAccess Attributes[calCid， userID， new 

A∞鎚sRights] 

・Change Conb'oll町[caU_id， new ControllerlD] 

5.まとめ
高速通信網の構築に伴い，その上で期待されてい

るマルチメディア・マルチユーザアプリケーション

を実現可能にするための高度な呼モデルの設計に

ついて考察した.特にピデオ・オン・デマンドや遠

隔授業サーピスなどに必要なユーザと情報提供者

間におけるコネクションを制御する第三者呼制御

を可能にするための呼モデルを提案した.

このモデルは，より多くのアプリケーションを分

散処理環境の上で効率的に実行させるために有効

なオブジェクト指向の概念に基づいている.すなわ

ち，マルチデイア呼モデルに必要とされるマルチコ

ネクションおよびマルチパーティーなどの制御を

行うものをそれぞれ一つのオブジェクトとして定

義し.各オブジェクトごとにオブジェクトの属性や

実行可能な制御オペレーションを定義することに

よってイより商度なサーピス制御が可能になる.さ

らに，ユーザが呼の動的振る舞いを制御可能とし，

呼の全体の状態を明確に示すことができるように

ユーザのサーピス要求記述法およびそれに基づい

た呼の状態モデルを定義した.

今後は.このような呼モデルの上でより複雑で高

度なサーピス制御を行うためのサーピス制御方式

について検討する予定である.そこで.まず，高度

なサーピス制御を実現可能にするために，より形式

的なサーピス制御記述法について検討する予定で

ある.このようなサーピス制御記述法は，ユーザの

要求に基づいた動的なサービス制御要素をより正

確に記述するこができるし，さらにサービス競合な

どを検証しやすくなると期待される.
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